
〈
研
究
ノ
l
ト
〉

名
古
屋
市
都
心
部
の
土
地
利
用
分
析

｜
｜
都
心
部
再
活
性
化
へ
の
道
｜
｜

福

島

義

和

は

じ

め

に

ベ
リ
l
切
・
一
『
・
関
・
切
市
町
弓
な
ど
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
大
都
市
聞
の
人
口
変
化
は
一
九
七

0
年
代
に
突
入
し
て
顕
著
な
特
徴
を

み
せ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
三
一
の
大
都
市
圏
の
う
ち
、

一
九
七

O
年
J
一
九
七
三
年
の
三
年
間
に
人
口
減
少
（
例
え
ば
、

一ュ

l
ヨ
l
ク
や
ク
リ
1
．フ
ラ
ン
ド
な
ど
を
含
め
て
六
つ

の
大
都
市
聞
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

0
・
一
二
%
、
ク
リ
1

一
九
八

O
年
に
入
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
人
口
減
少
率

ブ
ラ
ン
ド
で
三
・
二
%
）
が
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

（
一
九
七

O
年

t
一
九
八

O
年
〉
が
九
・

O
Z、
ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
で
は
八
・
一
%
と
大
都
市
圏
の
人
口
減
少
の
勢
い
は
増
し
て
い

る
。
大
都
市
圏
の
中
心
市
の
中
に
は
す
で
に
二

O
Z台
（
一
九
七

O
年

t
一
九
八

O
年
）
の
人
口
減
少
を
示
す
ク
リ
l
寸
ブ
ラ
ン
ド
や

デ
ト
ロ
イ
ト
を
初
め
、
大
都
市
圏
の
中
心
市
と
と
も
に
郊
外
部
の
人
口
減
少
も
同
時
に
進
行
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
明
ら
か

に
大
都
市
圏
の
衰
退
（
ア
ー
バ
ン
デ
イ
ク
ラ
イ
ン
ロ
号

g
骨
n

－z
$
現
象
は
起
っ
て
い
る
。
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表かー1 大都市圏の人口

人 口 圏全域に占める割合〈%） 増加率

1980年 1975年 間年 1196咋 1980年い975年い970年い965年 払’soj’7ト吋沼山

東京圏 28,284 27,037 24,113 21,017 100.0 100.0 100.0 100.0 6.1 12.1 14.7 

中 心市 11,123 11,264 11,079 10,682 38.8 41. 7 45.9 50.8 ... 1.3 1. 7 3.7 

周辺地被 17,571 15,773 13,034 10,335. 61. 2 58.3 54,1 ‘49,2 11. 4 21. 0 26,1 

大 阪 閤 17,354 16,773 15,469 13,896 100.0 100.0 100.0 100.0 3.5 8.4 11. 3 

中 心市 5,488 5,601 5,689 5,738 31.6 33.4 36,8 41.3 ... 2.0 ... 1, 5 ... o.9 

周辺地域 11,866 11, 172 9,780 8,158 68.4 66.6 63.2 58.7 6.2 14.2 19,9 

中 京 閤 9,869 9,418 8,688 8,013 100.。100.0 100.0 100.0 4.8 8.4 8.4 

中 心市 2,088 2,080 2,036 1,935 21.2 2.2.1 23,4 24.2 0.4 2.1 5,2 

周辺地域 7,781 7,338 6,652 6,078 78.8 77.9 76.6 75.8 6.0 10.3 9.4 

3大都市圏計 55,917 53,228 48,270 42,926 5,1 10.3 12.4 

全国比 47.8% 47.6 46.1 43.3 

注） I.人口の単位は1000人．
2.東京圏は埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県の計，大阪聞は京都府，大阪府，兵庫県，察良県，の計，中京圏は岐阜県，愛知県，三

重県の計．
3.東京圏中心市は東京都区部，横浜市の計，大阪闘中心市は京都市，大阪市．神戸市の計，中京圏中心市は名古屋市，
崎山耕作 (1981）：都市化と大都市問題一「大都市の衰退」についてー．吉岡l健次・崎山耕作編：『大都市の衰退と再生』東京大学出版
会， 3～28より号開．

由
同
一
円



我
が
国
の
三
大
都
市
圏
〈
表
O
｜

1
）
を
み
る
と
、
中
京
闘
を
除
く
東
京
・
大
阪
の
両
都
市
圏
で
は
す
で
に
中
心
市
の
人
口
減
少

が
、
東
京
圏
で
は
一
九
七
五
年
J
一
九
八

O
年
に
、
大
阪
圏
で
は
一
九
六
五
年
J
一
九
七

O
年
に
起
っ
て
い
る
。
三
大
都
市
圏
の
周

辺
地
域
（
大
都
市
圏
の
郊
外
部
に
相
当
）
で
の
増
加
率
も
低
下
し
つ
つ
あ
る
ゆ
え
、
必
然
的
に
都
市
圏
全
体
の
人
口
増
加
率
も
鈍
く

な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
東
京
都
の
財
政
危
機
を
目
の
当
た
り
に
見
て
き
た
現
在
、

大
都
市
圏
の
中
心
市
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
の

か
、
ま
た
大
都
市
圏
の
衰
退
現
象
を
我
が
園
も
本
格
的
に
経
験
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
1
〉

ア
メ
リ
カ
で
一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
発
生
し
て
き
た
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
シ
ョ
ン
唱
ロ

E
p
a
F
Oロ
は
、
都
市
の
拡
大
さ
ら

に
は
都
市
圏
の
鉱
大
の
限
界
性
を
証
明
し
て
い
る
。
再
び
大
都
市
圏
の
中
心
市
が
活
性
化
の
道
を
歩
み
始
め
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の

よ
う
な
方
途
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
時
期
で
も
あ
る
。

名古屋市都心部の土地利用分析

本
研
究
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
中
京
聞
の
中
心
市
で
あ
る
名
古
屋
市
を
対
象
に
、
特
に
そ
の
都
心
部
の
土
地
利
用
構
造
の
精
密

な
分
析
を
試
み
る
。
こ
の
構
造
の
抽
出
作
業
が
将
来
の
都
心
部
の
有
効
的
土
地
利
用
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

注〈

1
）
サ
リ
ン
ズ
M
M

・
o－
E
ご
ま
に
よ
れ
ば
、
「
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
u
L
ョ
ソ
と
は
下
層
の
労
働
者
た
ち
が
占
め
て
い
た
住
宅
ハ
ま
た
は
近
隣

や
小
売
地
区
）
に
知
的
上
層
中
産
階
級
が
移
住
し
て
い
く
上
向
き
の
溜
過
現
象
を
意
味
す
る
己
と
あ
る
。
山
口
岳
志
の
次
の
論
文
が
参
考
に
な

る
。
山
口
岳
志
ハ
一
九
八
一
〉
日
の

g
E
m
n
E
oロ
考
。
人
文
科
学
科
紀
要
、
七
三
、
四
一

t
五一一。
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－
名
古
屋
市
都
心
部
の
概
観
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名
古
屋
市
の
一
九
八

O
年
の
常
住
人
口
は
二
、

O
八
六
、
七
六
二
人
〈
国
勢
調
査
結
果
）
で
、
昼
間
人
口
は
二
、
四

O
O、
五
九

一
人
、
つ
ま
り
名
古
屋
市
へ
の
流
入
人
口
が
お
よ
そ
＝
二
万
人
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
流
入
人
口
の
増
加
率
は
一
九
六
五
年

J
一
九
七

O
年
に
二
九
・
一
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
七

O
年
J
一
九
七
五
年
に
は
一
八
・
八
%
、
一
九
七
五
年
J
一
九
八

O
年

に
は
つ
い
に
九
・
三
克
と
一

O
Z台
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
流
出
人
口
の
増
加
率
も
一
九
六
五
年
J
一
九
七

O
年
に
六
二
・

二
%
も
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
七

O
年
J
一
九
七
五
年
に
は
二
五
・
二
%
、
一
九
七
五
年
J
一
九
八

O
年
に
は
一
二
・
四
%
と
落
ち

込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
名
古
匡
市
全
体
の
人
口
弘
艇
は
非
常
に
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
表

au－
－
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
名
古

屋
市
の
人
口
増
加
率
も
わ
ず
か

0
・
四
万
三
九
七
五
年

t
一
九
八

O
年
〉
の
値
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
次
回
の
国
勢
調
査
ハ
一
九

八
五
年
〉
に
は
、
東
京
圏
や
大
阪
固
と
同
様
に
中
京
圏
の
中
心
市
の
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

次
に
中
京
国
を
支
え
る
名
古
屋
市
の
経
済
活
動
は
、
大
規
模
事
業
所
の
分
布
（
図
1
1
1
〉
か
ら
み
れ
ば
中
村
区
東
部
と
中
区
北

部
に
ほ
と
ん
ど
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
学
区
別
〈
小
学
校
の
通
学
地
域
）
の
昼
間
人
口
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

名
城
学
区
（
中
区
〉
の
七
四
、

O
八
O
人
を
一
位
に
、
栄
学
区
（
中
区
〉
、
新
明
学
区
〈
中
村
区
）
、
御
園
学
区
ハ
中
区
）
、
新
栄
学

区
ハ
中
区
）
と
、
中
区
・
中
村
区
を
代
表
す
る
五
学
区
に
昼
間
人
口
の
一

0
・
八
%
に
当
た
る
二
五
九
、
二
六
五
人
が
、
わ
ず
か
市

域
面
積
の
一
・
七
%
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
学
区
を
名
古
屋
市
の
都
心
部
と
規
定
し
て
も
差
し
っ
か
え
な
い
。
な

お
、
こ
の
範
囲
は
都
心
部
（
C
B
D
も
含
め
て
〉
の
画
定
に
関
す
る
名
古
屋
市
の
諸
研
究
の
結
果
と
比
較
考
察
し
て
も
ほ
ぼ
一
致
を

み
る
。



名古屋市都心部の土地利用分析

図 1ー1 大規模事業所の分布く従業者 300人以上事業所〉

（昭和56年 7月1日）

凡例
・1事車庫

f徒指者300λ以上｝

総務局「事業所統計調査」
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注ハ
1
〉
名
古
屋
市
の
人
口
動
態
の
代
表
的
な
論
文
を
あ
げ
て
お
く
。

堀
川
侃
ハ
一
九
六
八
）
日
名
古
屋
市
の
転
出
人
口
｜
昭
和
田
二
年
四
月
・
七
月
の
実
態
調
査
に
よ
る
考
察
l
・
小
牧
貧
先
生
古
稀
記
念
事
業

委
員
会
編
「
人
文
地
理
学
の
諸
問
題
」
所
収
。
大
明
堂
。
三
八
一
ニ

t
四
O
八。

石
黒
正
紀
三
九
七
六
〉

日
大
都
市
中
心
部
か
ら
の
転
出
入
口
に
関
す
る
一
考
察
｜
名
古
屋
市
中
区
の
場
合
l
・
人
文
地
理
、
二
八
｜
三
、

ニ
七
J
五
四
。

（
2
〉
大
阪
市
総
合
計
画
局
（
一
九
七

O
Y
管
理
中
枢
機
能
調
査
報
告
曾
（
E
）
｜
大
都
市
の
C
B
D
ハ
都
心
業
務
地
区

γ
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
。

戸
所
隆
三
九
七
五
〉
日
名
古
屋
市
に
お
け
る
都
心
部
の
立
体
機
能
分
化
｜
中
高
層
建
造
物
を
中
心
に
｜
・
地
理
学
評
論
、
四
八

l
一二、

八
三
二

t
八
四
六
。

伊
藤
逮
雄
ハ
一
九
七
七

Y
名
古
屋
市
に
お
け
る
副
都
心
立
地
の
可
能
性
に
関
す
る
研
究
｜
第
一
編
：
都
市
形
成
過
程
と
都
市
空
間
構
造
か

ら
の
検
討
・
中
部
開
発
セ
ン
タ
ー
四

O
号
、
一
五

t
三
O
。

沢
田
清
ハ
一
九
七
九
）
日
都
市
内
域
の
研
究
・
日
本
大
学
研
究
紀
要
（
地
理
）
、
一
四
、
一

1
一九。

ハ3
）
本
研
究
で
は
都
心
部
の
画
定
よ
り
も
、
都
心
部
の
土
地
利
用
分
析
が
主
題
な
の
で
少
し
広
範
囲
に
対
象
地
域
を
設
定
し
た
。

E

名
古
屋
市
都
心
部
の
土
地
利
用

都
心
部
は
一
般
に
、

n
F
i
n
n巾ロ丹市♂
C
H
V
釦
ロ
円
。
ロ
お
♂
己
同
V
同
ロ
の
O
H
m
－
n咽
同
国
昨
日
－
切
5
5
2帥
口
広
常
国
np
〈
口
・
回
・
ロ
・
）

な
ど
多

種
多
様
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
厳
密
に
は
研
究
者
の
立
場
で
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
全
て
異
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
パ

ー
ジ
且
ス
何
・
4
〈
・回

E
m
g
が
一
九
二
三
年
に
同
心
円
構
造
の
理
論
で
、

商
業
・
行
政
の
中
心
と
し
て
、

人
の
出
入
り
が
最
も
多

く
、
最
高
地
価
を
示
す
場
所
と
し
て
規
定
し
た

C
B
D
の
概
念
の
同
義
語
と
し
て
、
都
心
部
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
。
そ
し
て
、
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マ
l
フ
ィ
や
バ
l
ン
ス

m－
肘
冨
ロ
4同
M
F
M

『
白
ロ
仏
】
・
同
－

r・〈
S
8
が
一
九
五
四
年
に
主
要
な
C
B
D機
能
と
し
て
、
利
潤
目
的
の

た
め
に
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
う
小
売
商
業
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
所
機
能
の
活
動
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
以
外
の
機
能
（
例

え
ば
卸
売
商
業
や
工
場
そ
れ
に
住
宅
な
ど
の
機
能
〉
を
非
C
B
D機
能
〈
真
の
C
B
D的
土
地
利
用
で
は
な
い
）
と
し
て
明
確
に
区

別
し
て
い
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。

現
実
の
都
心
部
の
土
地
利
用
と
、
本
来
あ
る
べ
き
都
心
部
の
土
地
利
用
の
姿
と
は
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
河
川
や
丘
陵
な
ど
の
自
然
的
条
件
、
都
市
計
画
法
・
道
路
法
・
都
市
再
開
法
な
ど
の
法
的
規
制
、
さ
ら
に
複
雑
な
土
地
所
有
関

係
な
ど
を
背
景
に
都
心
部
の
建
物
更
新
が
実
施
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
図
2
ー
ー
を
見
て
頂
き
た
い
。
こ
の
図
は
名
古
屋
市
都
心
部
に
立
地
す
る
五
、

O
六
四
個
の
耐
火
建
造
物
を
対
象
に
、
各
ブ

名古屋市都心部の土地利用分析

ロ
ッ
ク
毎
の
土
地
利
用
を
決
定
し
て
い
る
。
手
続
き
は
、
ウ
ィ

l
パ
l

】－

n・
当
2
2同
が
郡

n
o
g
R
U『

ハ
3
V

8
s
－uE白神
F
O
ロ
型
を
決
め
た
方
法
（
ウ
ィ

l
パ
1
法
〉
を
用
い
て
、
都
心
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
つ
づ
っ
検
討
し
た
。
た
だ
一
つ
問
題

な
の
は
、
単
一
機
能
の
土
地
利
用
で
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
で
き
れ
ば
い
い
が
、
二
種
類
以
上
の
機
能
（
最
高
十
種
類
の
機
能
が
混

在
す
る
〉
が
混
在
す
る
．フ
ロ
ッ
ク
は
表
示
が
か
な
り
複
雑
に
な
る
。

別
の
作
物
結
合

Q
O
マ

そ
こ
で
こ
の
図
で
．
フ
ロ
ッ
ク
の
中
を
白
く
抜
い
て
あ
る
場
合

は
、
最
低
二
種
類
以
上
の
機
能
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
都
心
部
の
．
フ
ロ
ッ
ク
別
の
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。
名
古
屋
市
都
心
部
は
戦
災
を
う
け
た
た
め
都
市
計
画
が
す
す
み
、
ソ
ル

ト
レ
l
ク
シ
テ
ィ
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ツ
ル
サ
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
諸
都
市
の
街
路
パ
タ
ー
ン
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
、
プ
ロ
ッ
ク
が
整

南
北
方

向
に
は
、
西
か
ら
江
川
町
線
、
伏
見
通
、
本
町
通
、
大
津
町
線
、
久
屋
大
通
、
高
岳
町
線
が
走
っ
て
ほ
ぼ
格
子
状
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
都
心
部
の
南
と
東
の
境
界
線

然
と
形
成
さ
れ
て
い
る
（
図
2
｜

2
参
照
〉
。
東
西
方
向
に
は
、
北
か
ら
桜
通
、
錦
通
、
広
小
路
通
、

若
宮
大
通
が
走
り
、
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オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
若
宮
大
通
と
久
屋
大
通
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
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名古屋市都心部の土地利用分析

図 2-2

通
と
堀
川
で
東
西
を
固
ま
れ
た
広
小
路
通
の
北
側
地
区
（
錦

川

・

哨

醐

w

w

俗
世
’
h

～

配

置

鉱

札V

E

－－
名
他
店
’
u

制

蜘

t
h
4
ゆ

盟

百

み

宅

品

採

録

ず

銭

イ

栄

陸
名
い
名
d

’k

S名前盟三岨然本店

...日ピル

7鐙m~ンゼルピ，，

と
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
周
辺
部
に
向
か
う
ほ

ど
不
規
則
な
形
に
な
る
が
、
都
心
部
の
．
フ
ロ
ッ
ク
の
大
部
分
は

ほ
ぼ
九

O
m
前
後
の
方
形
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

都
心
部
立
地
指
向
の
典
型
的
な
事
務
所
機
能
（
発
現
機
関

銀
行
・
会
社
・
事
務
所
・
併
用
事
務
所
）
は
名
古
屋
駅
前
地
区

と
栄
地
区
に
は
さ
ま
れ
る
形
で
卓
越
し
て
お
り
、
特
に
久
屋
大

一
・
二
・
三
丁
目
、

丸
の
内
一
・
二
・
三
丁
目
）

に
は
か
な
り

の
集
中
が
み
ら
れ
、

都
心
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
を
形
成
し
て

い
る
。

名
古
屋
駅
前
地
区
に
も
空
間
的
拡
が
り
は
大
き
く
な

ロ
ッ
ク
で
卓
越
し
て
い
る
。

そ
の
地
区
に
は
、
松
坂
屋
・
名

古
屋
三
越
、
丸
栄
の
百
貨
店
の
立
地
も
み
ら
れ
る
（
図

2
1

2
も
参
照
）
。
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、小
売
商
業
機
能
の
卓
越
し
て
い
る
地
区
が
駅
前
地
区
に
も



み
ら
れ
る
。
松
坂
屋
名
駅
店
・
名
鉄
百
貨
店
・
近
鉄
ピ
ル
・
名
鉄
メ
ル
サ
・
名
鉄
セ
ブ
ン
等
の
大
型
商
業
施
設
が
、
松
坂
屋
を
除
け

ば
た
だ
一
つ
の
，
フ
ロ
ッ
ク
に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
空
間
的
鉱
が
り
は
栄
地
区
に
比
べ
る
と
小
規
模
で
あ
る
。

現
在
都
心
部
の
二
つ
の
小
売
商
業
地
区
に
は
、
地
下
街
が
異
常
に
発
達
し
て
い
る
。
図
2
1
2
及
び
図
2
1
3
を
み
る
と
七
つ
の

地
下
街
（
栄
地
区
に
三
つ
、
駅
前
地
区
に
四
つ
〉
の
位
置
と
業
種
構
成
比
が
わ
か
る
。
両
地
区
の
地
下
街
と
も
、
買
回
品
的
性
格
が

224 

強
く
（
業
種
構
成
比
が
四

O
Z以
上
）
、

飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
的
性
格
が
弱
い
（
四

O
%以
下
〉
商
業
施
設
で
あ
り
、

地
上
に
あ
る
主

要
商
店
街
（
大
型
商
業
施
設
も
含
む
）
の
機
能
ハ
買
回
口
問
的
性
格
が
比
較
的
弱
く
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
的
性
格
が
比
較
的
強
い
）
と

う
ま
く
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
市
都
心
部
の
二
つ
の
小
売
商
業
地
区
は
、
地
上
と
地
下
の
異
な
っ
た
二
形
態
の
商

業
施
設
が
一
つ
の
複
合
体

n
o
s

－zと
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。

． 

レ
ヴ
ェ
ル
は
低
次
だ
が
伝
統
的
な
小
売
商
業
の
中
心
地
と
し
て
大
須
地
区
ハ
大
須
三
丁

目
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
地
区
は
高
い
人
口
密
度
（
一
万
人
以
上
／
回
〉
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
混
在
し
て
い
る
小
さ
な

こ
の
二
つ
の
小
売
商
業
地
区
を
除
け
ば
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
密
集
地
区
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
代
表
的
な
土
地
利
用
は
小
売
商
業
機
能
が
卓
越
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
事
務
所
機

能
と
小
売
商
業
機
能
以
外
で
、
都
心
部
指
向
の
強
い
機
能
は
娯
楽
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
発
現
機
関
口
映
画
館
・
料
理
店
・
バ

l

・
病

院
：
・
：
心
で
あ
り
、
栄
地
区
を
と
り
囲
む
形
で
形
成
さ
れ
て
い
る
（
栄
三
・
四
・
五
丁
目
〉
。

都
心
部
立
地
の
指
向
は
上
記
の
都
心
業
務
機
能
（
事
務
所
機
能
、
小
売
商
業
機
能
、
娯
楽
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
）
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
現
実
に
都
心
部
に
立
地
し
て
い
る
機
能
と
し
て
宿
泊
機
能
と
卸
売
機
能
そ
れ
に
住
宅
機
能
が
あ
る
。

宿
泊
機
能
の
発
現
機
能
と
し
て
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

比
較
的
駅
前
地
区
か
ら
栄
地
区
に
か
け
て
点
在
し
て
い

る
。
卸
売
機
能
（
発
現
機
関
：
問
屋
〉
は
本
町
通
め
西
側
に
長
者
町
問
屋
街
と
し
て
南
北
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
取
扱
い
商
品
は
呉

服
・
和
装
製
品
・
服
地
で
四
九
・
九
克
（
一
九
八
一
年
〉
を
占
め
て
い
る
。
住
宅
機
能
は
本
来
一
般
住
宅
（
一
戸
建
住
宅
）
と
共
同
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名古屋市都心部の主要商店街・地下街の業種構成比図 2-3
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刊
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通

1
央

通

商

期

首

西

飽

西

中

町

通

津

通

過

曜
路
白
川
四
川
噛
通
過
通
路
通
勢
津
大
対
決

E
街
小
橋

4
4
闘
名
屋
小
名
伊
町
大

γ
屋
屋
新

名
蹄
広
柳
広
広
御
桑
橘
広
住
南
栄
一
陶
サ
久
刻
東

要
1
2
3
4
5
6
7
8
9
u
u
u
u
u
m
M
m

主

li[,11.', 

住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・・
寄
宿
舎
・
下

宿
・
マ
ン
シ
ョ
ン
〉
に
区
別
さ
れ

る
が
、
図
2
ー
ー
で
は
同
一
分
類

と
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
静
か
な

白
川
公
園
周
辺
や
、

五
年
位
前
か

ら
急
激
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
始

め
た
久
屋
大
通
の
東
側
（
泉
一
丁

目
）
な
ど
の
地
区
が
、
住
宅
機
能

の
集
中
し
て
い
る
地
区
で
み
泊
。

全
体
と
し
て
都
心
部
の
土
地
利

川
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
主
要
な

通
り
に
面
し
た
，
フ
ロ
ッ
ク
は
単

機
能
〈
例
え
ば
事
務
所
機
能
や
小

売
商
業
機
能
〉
が
卓
越
し
て
い
る

が
、
周
辺
部
に
向
か
う
に
つ
れ
て

不
規
則
な
小
型
の
，
フ
ロ
ッ
ク
に
な

り

し
か
も
多
種
多
様
な
機
能
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（
娯
楽
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
、

卸
売



機
能
そ
れ
に
住
宅
機
能
〉
が
混
在
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
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注ハ1
〉

m
o
Z
E
d弓
・
回
日
間
内
帥
国
ハ

H
g
m
y
、
『
宮
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若
手

oご

z
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C
ロ
Z
－
a
p
g
p
N
S
司・

ハ
2
）
従
来
い
ろ
い
ろ
と
企
業
の
経
済
活
動
を
規
制
し
て
き
た
各
種
の
法
が
現
在
緩
和
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
。
例
え
ば
東
京
都
と
建
設
省
で
既
成

市
街
地
の
再
開
発
を
実
施
す
る
た
め
に
、
都
心
の
建
物
高
層
化
の
規
制
緩
和
を
検
討
中
で
あ
る
。
ハ
日
本
経
済
新
聞
、
一
九
八
三
、
入
、
二
九
〉

ハ
3
）
ウ
ィ

l
バ
ー
は
、
ヵ
ウ
ン
テ
ィ
の
作
物
結
合
型
を
以
下
の
如
く
ポ
ハ
分
散
〉
を
計
算
し
、
決
定
し
た
。

L
l
L

町、l
h（
U
P
I
N
V

1

1

1

1

1

 

〉

『

ミ

d
：
偏
差
（
絶
対
値
）

N
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作
物
の
種
類
数

お
：
実
際
の
作
付
率
（
%
）

4X
：
理
論
的
期
待
値
（
W
A
〉

各
グ
ル
ー
プ
ハ
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
、
二
種
抽
出
合
、
三
種
混
合
：
：
：
〉
ご
と
に
分
散
を
計
算
し
、
最
小
値
を
示
し
た
グ
ル
ー
プ
が
代
表
の
作
物

混
合
型
と
な
る
。
』
・
。
・
4
『
g
S同ハ
H
8
6
H
9
8・。
o
s
z
E
Z
g
m
a－0
5
百
円
宮
去
三
円
四
一
刊
当
2
？
の

g
m『呂
rFn白－

m
2
F
q
F
A
R
l

N

－口町、，．‘
M
M
0
・

ハ
4
〉
デ
ー
タ
〈
名
古
屋
市
経
済
局
（
一
九
人
一
）
日
『
中
区
・
中
村
区
の
地
域
商
業
』
、
一
一
一
三
ペ
ー
ジ
〉
が
表
通
り
に
面
し
た
建
物
一
階
間
口

部
分
の
調
査
結
果
（
一
九
八

O
、
一
二
）
に
基
づ
く
た
め
、
大
き
な
傾
向
し
か
把
握
で
き
な
い
。
な
お
、
地
下
街
に
関
す
る
研
究
で
は
次
の
も

の
が
秀
れ
て
い
る
。

戸
所
隆
ハ
一
九
七
九
）
一
名
古
屋
に
お
け
る
地
下
街
の
形
成
｜
都
心
立
体
化
の
一
形
態
と
し
て

l
。
人
文
地
理
、
三
一
｜
三
、
－

t
一
二
。

（
5
）
デ
ー
タ
は
次
の
も
の
に
よ
る
。

名
古
屋
市
経
済
局
ハ
一
九
八
一
）
u

『
長
者
町
問
屋
街
実
態
調
査
』
、
一

O
五
ペ
ー
ジ
。

ハ
6
）
現
在
社
会
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
ワ
ン
ル
l
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
反
対
運
動
は
、
都
心
部
及
び
周
辺
部
の
住
宅
問
題
を
考
え
る
い
い
機

会
で
も
あ
る
。
住
宅
機
能
に
限
ら
ず
、
混
在
化
の
土
地
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
は
今
後
の
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。



E
．
名
古
屋
市
都
心
部
の
地
域
構
造

E
で
都
心
部
の
土
地
利
用
を
詳
細
に
検
討
し
た
が
、
こ
の
章
で
は
都
心
部
の
土
地
利
用
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ェ
ア

m
R
E
Z
B
を
明
ら

〈

l
v

か
に
す
る
。

最
初
に
名
古
屋
市
都
心
部
に
立
地
す
る
五
、

O
六
四
個
の
耐
火
建
造
物
を
対
象
に
、
都
心
業
務
集
約
度
指
数

n
g昨日－一∞
g
U
5
a

rgロ包
q

F角
田
虫
を
次
式
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
求
め
、

勢
。
盛
山
S
H
r荏
主
連
回
想
ハ
M
）

勢
。
糠
濃
縮
き
洞
猷
蝉
1
1
1
1
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1
1
1
1
1
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E
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l

同
志
R
U
務
相
対
回
想

名古屋市都心部の土地利用分析

そ
の
値
を
五
段
階
表
示
し
た
も
の
が
図

3
1ー
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
名
古
屋
市
都
心
部
に
お
い
て
、
都
心
部
立
地
指
向
の
強
い
機

一
つ
は
広
小
路
通
に
面
し
た
栄
地
区
ハ
栄
三
丁
目
の
北
側
、

能
が
集
中
し
て
い
る
地
区
（
C
B
I
I
が
八

O
Z以
上
）
が
わ
か
る
。

栄
四
丁
目
）
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
駅
前
地
区
（
名
駅
一
・
二
・
三
・
四
丁
目
、
名
駅
南
一
丁
目
）
で
あ
る
。
こ
の
両
地
区
を
都
心

部
の
土
地
利
用
（
図
2
1
1
）
に
対
応
さ
せ
る
と
、
両
者
と
も
小
売
商
業
機
能
が
卓
越
し
た
土
地
利
用
を
示
し
、
周
囲
は
事
務
所
機

能
の
土
地
利
用
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
事
務
所
機
能
の
一
大
集
中
地
区
は
、
こ
の
両
地
区
を
結
ぶ
広
小
路
通
と
錦
通
に
は
さ
ま
れ
た

四
つ
の
，
フ
ロ
ッ
ク
（
栄
二
丁
目
の
北
側
で

C
B
I
I
が
全
て
八

O
Z以
上
）
を
核
と
し
て
北
側
の
地
区
（
錦
一
・
二
・
三
丁
目
、
丸

の
内
一
・
二
・
三
丁
目
〉
に
拡
が
り
を
み
せ
、
名
古
屋
市
都
心
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
（
た
だ
し
本
町
通
の
西
側
は
問
屋
地
区
で
あ
る
）

を
形
成
し
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
都
心
業
務
集
約
度
指
数
の
高
い
値
を
一
部
す
地
区
は
、
事
務
所
機
能
や
小
売
商
業
機
能
が
卓
越
し
た
非
常
に
企
業
経
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済
活
動

2
0ロ
O
B
K
R広
三
々
が
盛
ん
な
場
所
で
も
あ
る
。
そ
し
て
大
都
市
の
都
心
部
と
い
う
一
定
の
限
ら
れ
た
空
聞
を
効
率
よ
く

利
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
聞
の
競
争
が
、
景
観
的
に
は
高
層
建
築
物
を
出
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
ネ
ッ
ト
容
積
率
を
次
式
よ
り
求
め
、

州
制
調
機
l
l
洞
戸
q
h
d
p
H－
q
l
x
g
o

ー
嗣
間
滞
ぎ
δ
揮
荏
困
積

そ
の
値
を
都
心
業
務
集
約
度
指
数
と
同
様
に
、
五
段
階
表
示
し
た
も
の
が
図
3
1
2
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
の
指
標
は
建
築
物
の
単

な
る
高
さ
で
は
な
く
、
立
体
化
の
表
現
し
て
把
握
さ
れ
る
。
結
果
は
、
や
は
り
駅
前
地
区
（
一
二
．フ
ロ
ッ
ク
が
最
高
値
の
八
O
O
Z

以
上
〉
が
栄
地
区
〈
五
プ
ロ
ッ
ク
が
最
高
値
）
を
凌
駕
し
て
い
る
。
前
者
の
地
区
は
、
名
鉄
百
貨
店
な

E
が
入
っ
て
い
る
，
フ
ロ
ッ
ク

を
除
け
ば
全
て
事
務
所
機
能
が
卓
越
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

日
本
の
都
市
の
典
型
的
な
駅
前
地
区
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ

名古屋市都心部の土地利用分析

に
比
べ
、
後
者
の
栄
地
区
で
容
積
率
の
高
い
．
フ
ロ
ッ
ク
は
、
比
較
的
小
売
商
業
機
能
が
卓
越
し
て
い
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

つ
ま
り
、
大
都
市
の
都
心
空
間
、
特
に
そ
の
核
心
地
域

8
5
R
E
は
、
終
局
的
に

こ
の
両
地
区
の
特
徴
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

高
密
度
で
集
約
的
土
地
利
用
が
可
能
な
事
務
所
機
能
と
小
売
商
業
機
能
が
卓
越
す
る
ζ

と
に
な
る
。

今
ま
で
の
考
察
か
ら
都
心
部
の
土
地
利
用
に
お
い
て
都
心
業
務
集
約
度
指
数
（
C
B
I
I
）
と
ネ
ッ
ト
容
積
率
の
聞
に
は
一
般
的

に
強
い
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。
図
3
｜

3
は
そ
の
両
者
の
関
連
を
み
る
た
め
、
研
究
対
象
地
域
の
全
．
フ
ロ
ッ
ク
の
値
を
プ
ロ
ッ
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。

ご
の
図
か
ら
総
じ
て
都
心
業
務
集
約
度
指
数
が
高
く
な
れ
ば
容
積
率
も
高
く
な
る
。
し
か
し

C
B
I
I
が
高
い
，
フ
ロ
ッ
ク
で
も
か

ハ
4
〉

な
り
容
積
率
が
低
い
値
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で

C
B
I
Iが
九
五
%
以
上
の
値
を
示
す
一
二
O
個
の
，
フ
ロ
ッ
ク
（
ほ
と
ん
ど

の
空
聞
が
都
心
部
的
土
地
利
用
で
占
拠
）
を
み
る
と
、
そ
の
四
O
%
に
あ
た
る
四
八
個
の
プ
ロ
ッ
ク
が
容
積
率
六
O
O
Z
以
ヒ
（
ほ
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名古屋市都心部の土地利用分析

図 3-3 都心業務集約度指数（C.B. I. I）とネット容積率との関係
容鏑串 (Sil) 
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す
る
構
造
と
な
る。

IO O 0 

8 0 0 

5 0 0 

400 

3 0 0 

6 0 0 

7 0 0 

9 0 0 

ぼ
六
階
以
上
の
高
層
建
築
物
〉
を
示
す
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

ま
た

C
B
I
I
が
一

O
O
Z
ハ
全
て
の
空
間
が
都
心
部
的
土
地

利
用
で
占
拠
）
の
．
フ
ロ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
高
層
建
築
物
の
割

合
は
四
六
%
と
半
数
近
く
を
し
め
る
。
つ
ま
り
、
大
都
市
の
都

心
部
、
特
に
そ
の
核
心
地
域
は
極
度
に
進
ん
だ
高
層
化
を
背
景

に
、
都
心
部
立
地
指
向
の
強
い
都
心
業
務
活
動
（
事
務
所
機
能

と
小
売
商
業
機
能
）
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
空
間
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
核
心
地
域
の
空
間
占
拠
の
競
争
に
遅
れ
を
と
っ
た

卸
売
機
能
や
工
業
機
能
そ
れ
に
住
宅
機
能
が
周
辺
部
に
追
い
出

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
中
間
地
域
に
娯
楽
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
立
地

以
上
の
よ
う
に
分
析
し
て
く
る
と
、
都
心
部
の
地
域
構
造
を

決
定
づ
け
る
要
素
は
、

個
々
の
企
業
活
動
そ
の
も
の
と
言
え

る
。
つ
ま
り
、
企
業
が
限
定
さ
れ
た
空
間
の
中
で
最
適
立
地
す

る
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
の
地
価
支
払
能
力
が
あ
る
か
、
そ
の

能
力
の
優
劣
に
よ
っ
て
都
心
部
の
核
心
地
域
へ
の
立
地
か
、
周

辺
地
域
へ
の
立
地
か
が
決
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
都
心
部
の
企
業
活
動
の
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
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て
路
線
価
格
（
地
価
支
払
能
力
の
一
表
現
〉
を
用
い
て
、
・
地
価
の
分
布
図
ハ
図
3
1
4
）
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
そ
の
地
価
構
造
か

ら
都
心
部
の
地
域
構
造
を
把
握
す
る
と
、
明
ら
か
に
一
つ
の
特
徴
と
し
て
堀
川
を
は
さ
ん
で
東
側
と
西
側
に
二
つ
の
核
の
存
在
い
み

ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
核
を
と
り
囲
む
地
価
等
値
線
の
広
が
り
を
み
る
と
、
広
小
路
通
を
軸
と
し
て
東
西
方
向
に
は
比
較
的
順
調
に

拡
大
し
て
い
る
が
、
久
屋
大
通
や
大
津
町
線
に
沿
っ
た
南
北
方
向
へ
の
拡
大
は
緩
慢
で
あ
る
、
と
い
え
る
。

名古屋市都心部の土地利用分析

注ハ
1
〉
一
般
に
地
理
学
に
お
い
て
、
構
造

2
2
2
z
s
は
形
態
的
ヨ
ロ
『
唱
吉
一
O
伺

X
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
で
重
視
さ
れ
る
の
に
対
し
、
組
織

。
司
君
三
田
急
O
ロ
や
シ
ス
テ
ム

aagH
は
機
能
的
『
ロ
ロ

npu＝
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
で
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
地
域
構
造
（
地

理
的
復
合
体
〉
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
理
学
の
中
で
、
「
構
造
」
と
い
う
概
念
は
形
態
と
機
能
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
重
要
な
タ

ー
ム
で
る
る
。
そ
れ
ゆ
え
地
域
構
造
や
空
間
総
造
（
地
域
構
造
を
よ
り
抽
象
化
〉
の
把
握
に
、
シ
ス
テ
ム
論
的
思
考
ハ
諸
要
素
聞
の
相
互
依
存

関
係
の
究
明
）
、
さ
ら
に
、
階
層
シ
ス
テ
ム
論
的
思
考
へ
と
展
開
さ
れ
る
動
き
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
研
究
対
象

地
域
の
ス
ケ
ー
ル
虫
色
巾
と
、
地
域
を
構
成
す
る
要
禁
止
巾

ggH
の
決
定
を
常
に
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
2
〉
都
心
部
的
土
地
利
用
面
積
と
し
て
具
体
的
に
集
計
さ
れ
た
業
種
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
事
務
所
〈
銀
行
・
会
社
・
事
務
所
・
併
用
事
務
所
）

二
小
売
店
舗
〈
百
貨
店
・
市
場
・
併
用
事
務
所
〉

三
娯
楽
〈
風
俗
〉
（
料
理
店
・
パ
l
・：：
）

〈
興
業
〉
（
劇
場
・
映
画
館
：
：
）

四
官
公
庁
施
設
ハ
区
役
所
・
出
先
官
公
庁
・
：
：）

〈
3
〉
ネ
ッ
ト
容
積
率
の
ネ
ッ
ト
と
は
、
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
中
に
道
路
な
ど
の
公
共
用
地
を
除
い
た
面
積
を
さ
す
。

ハ
4
〉
こ
の
理
曲
と
し
て
、
都
心
部
的
土
地
利
用
の
中
に
は
娯
楽
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
一
部
を
除
い
た
小
売
機
能
な
ど
は
、

層
化
を
指
向
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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町
名
古
屋
市
都
心
部
の
核
心
地
域
の
構
造
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E
、
E
で
都
心
部
の
土
地
利
用
、
都
心
部
の
地
域
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
章
で
は
都
心
部
の
按
心
地
域
を
特
に

抽
出
し
、
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

前
章
の
最
後
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
都
心
部
の
経
済
活
動
は
地
価
支
払
能
力
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
利
用
を
決
定
す
る
わ
け
で
、
特

し

れ

つ

（

1〉

に
都
心
部
の
核
心
地
域
に
お
い
て
は
企
業
聞
の
競
争
が
織
烈
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
部
分
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
お
ら

ず
、
空
白
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
ベ
リ
l
ω
一－F－

F

一Uは
、
大
都
市
地
域
内
部
で
は
商
業
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が
わ
ず
か
で
も
異
な
る
と
歩
行
者
に
響

き
、
販
売
量
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
の
小
売
商
業
活
動
に
敏
感
な
歩
行
者
量
を
使
用
し
、
駅
前

地
区
と
栄
地
区
を
含
ん
だ
核
心
地
域
の
内
部
構
造
を
詳
細
に
考
察
す
る
。
そ
の
際
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
三
指
標
（
C
B
I
－
－
ネ

ッ
ト
容
積
率
・
路
線
価
格
）
を
同
時
に
総
合
的
に
考
察
す
る
。

ま
ず
図
4
ー
ー
を
見
て
頂
き
た
い
。
こ
の
図
は
横
軸
に
名
古
屋
駅
を
起
点
と
す
る
広
小
路
通
を
と
り
、
そ
の
軸
上
に
歩
行
者
量
の

調
査
地
点
ハ
一
九
八

0
・
八
・
二
五
・
月
曜
日
）
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。
縦
軸
に
は
、
歩
行
者
量
の
調
査
地
点
を
含
む
各
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
都
心
業
務
集
約
度
指
数
（
C
B
I
I〉
と
ネ
ッ
ト
容
積
率
を
上
段
に
、
下
段
に
は
路
線
価
格
と
歩
行
者
量
の
各
値
を
記

入
し
た
。
た
だ
し
こ
の
広
小
路
通
は
幅
約
三

O
m
あ
り
、
北
側
と
南
側
で
は
か
な
り
の
歩
行
者
量
の
違
い
が
予
想
さ
れ
る
ゆ
え
、
二

枚
の
断
面
図
を
作
成
し
た
〈
図
4
ー
ー
と
図
4
1
2
1

前
章
の
図
3
1
3
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、

C
B
I
I
と
ネ
ッ
ト
容
積
率
の
聞
に
は
強
い
関
連
性
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
二
枚
の



図 4ー1 核心地域の横断面図〈広小路の北側〉
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図
を
詳
細
に
み
る
と
C
B
I
I
は
コ
ン
ス
タ

γ
ト
に
九
O
%
以
上
の
値
を
示
し
て
い
る
の
に
比
ベ
ハ
北
側
が
南
側
よ
り
顕
著
〉
、

ネ
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ッ
ト
容
積
率
の
変
化
は
少
し
不
規
則
で
あ
る
。
明
ら
か
に
二
つ
の
ピ
ー
ク
の
存
在
が
あ
り
、
決
し
て
連
続
し
た
高
密
度
空
聞
を
形
成

し
て
い
な
い
。
二
つ
の
ピ

1
ク
と
は
、
駅
前
地
区
と
栄
地
区
で
あ
る
。
こ
の
核
心
地
域
内
で
の
こ
つ
の
ピ
l
ク
現
象
は
、
路
線
価
格

や
歩
行
者
量
で
は
よ
り
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
歩
行
者
量
デ
ー
タ
を
中
心
に
、
核
心
地
域
の
内
部
構
造
を
検
討
す
る
。

の
豊
田
ビ
ル
前
（
A
）
が
一
二
、
五
二
四
人
（
一
日
に
つ
き
）
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
他
の
一
O
地
点
は
全
て
一
万
人
以
下
の
値

一
般
に
歩
行
者
量
は
広
小
路
通
の
北
側
で
は
駅
前

を
示
し
、
平
均
歩
行
者
量
は
五
、
九
四
一
人
で
あ
る
。

丁
度
北
側
の
二
倍
に
な
り
、
そ
の
内
部
に
は
確
実
に
二
つ
の
ピ

ー
ク
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
二
つ
の
ピ

l
ク
の
現
れ
方
は
、
北
側
に
お
い
て
路
線
価
格
の
ピ

l
ク
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て

広
小
路
通
の
南
側
で
は
平
均
歩
行
者
量
が
一
二
、
O
七
九
人
で
、

い
る
。
南
側
は
駅
前
地
区
で
は
よ
く
一
致
し
て
い
る
が
、
栄
地
区
で
は
わ
ず
か
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ず
れ
は
歩
行
者
の
流

れ
と
商
業
集
積
の
関
係
か
ら
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、
広
小
路
通
に
面
し
た
二
大
百
貨
店
（
丸
栄
と
三
越
）
の
う
ち
、
現
在
の
と
こ

ろ
平
日
（
一
九
八

0
・
八
二
一
五
）
の
歩
行
者
の
流
れ
か
ら
は
丸
栄
が
核
と
な
り
東
西
の
流
料
を
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
日
曜
日
（
一
九
八

0
・
八
・
二
四
）
の
デ
ー
タ
で
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
一
六
ニ
O
人
（
一
日
に
つ
き
）
の
差
に
す
ぎ
ず
、
こ
の

関
係
も
弱
く
な
り
、

三
越
が
日
曜
日
に
は
四

0
・
O
M
の
増
加

で
、
丸
栄
は
逆
に
一
四
・
三
%
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
栄
地
区
内
に
お
い
て
も
プ
ロ
ッ
ク
レ
ヴ
ェ
ル
で
経
済
活
動
が
ダ
イ

（

7
）
 

ナ
ミ
ツ
ク
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
両
地
点
の
平
日
と
日
曜
日
の
歩
行
者
量
を
比
較
す
る
と
、

さ
ら
に
栄
地
区
の
南
北
方
向
に
縦
断
面
図
を
作
成
し
、

図
4
1
3
ハ
東
側
）
、

と
図
4
1
4
ハ
西
側
〉
と
し
た
。
た
だ
し
図
上
で

は
久
屋
大
通
と
南
大
津
通
が
便
宜
上
一
直
線
に
連
が
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
三
越
の
所
で
一
ブ
ロ
ッ
ク
屈
折
し
て
い
る
。
こ
の
二
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図 4-3 核心地域の縦断面図（久屋大通と南大津通の東側J
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贈

名
駅
前

Bil 
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人

栄

婦
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自
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内

区

区

表 4ー1

北

東

西

オt

部

東
部
丘
陵
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u
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4

天白区

区

熱田区

中川区

区

区

港

緑

南

南

部

枚
の
図
を
比
較
す
る
と
、

両
者
と
も
歩
行
者
量
と
路
線
価
格
の
ピ

l
ク
の
現
れ
方
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
久
屋
大
通
か
ら
南
大

津
通
に
か
け
て
の
東
側
と
西
側
の
相
違
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
各
々
の
ピ
l
ク
値
を
示
す
中
日
ピ
ル
と
三
越
を
含
ん
だ

各
．
フ
ロ
ッ
ク
群
と
、
広
小
路
通
の
南
側
の
分
析
（
図
4
｜

2
〉
で
ピ
l
ク
値
を
示
し
た
丸
栄
か
ら
栄
開
発
ピ
ル
ハ
富
士
銀
行
な
ど
）

の
プ
ロ
ッ
ク
群
と
の
接
点
が
丁
度
一
が
あ
た
り
一
二
四
万
円
（
一
九
八
二
年
度
〉
の
最
高
地
価
地
点
目
諸
島
－

g仏

〈

包

5

（図
3
1
4
も
参
照
〉
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
市
都
心
部
の
核
的
存
在
（
核
心
地
域
）
と
し
て
栄
地
区
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
最
高

で
あ
る



一
九
六
八
年
に
駅
前
に
移
動
し
、

一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
三
年

地
価
地
点
の
地
区
は
一
九
六
七
年
ま
で
は
栄
地
区
に
あ
っ
た
が
、

ま
で
は
栄
と
駅
前
が
同
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
〈
一
九
八
二
年
〉
に
な
っ
て
再
び
栄
地
区
に
戻
っ
て
き
た
。

栄
地
区
の
活
性
化
は
、
例
え
ば
消
費
者
の
買
物
行
動
の
分
析
か
ら
も
明
確
で
あ
る
。
買
回
品
的
性
格
の
強
い
婦
人
服
や
贈
答
口
聞
の

購
売
割
合
を
居
住
地
別
（
表
4
1
1
）
に
み
る
と
、
婦
人
服
で
は
駅
前
地
区
よ
り
栄
地
区
を
買
物
利
用
す
る
割
合
が
高
い
区
は
、

六
区
の
う
ち
一
四
区
（
中
村
区
と
中
川
区
を
除
い
た
た
め
）
を
占
め
、
贈
答
品
で
は
そ
の
割
合
が
高
い
区
は
、
中
村
区
を
除
い
た
一

五
区
を
占
め
、

し
か
も
婦
人
服
に
比
べ
よ
り
一
層
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
栄
地
区
が
駅
前
地
区
に
比
べ
広
い
商
圏
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

都
心
部
の
商
店
街
・
地
下
街
の
中
で
は
最
も
買
回
口
問
的
性
格
が
高
い
〈
七
六
・

最
近
〈
一
九
七
八
年
）
、

六
%
）
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

1
ク
地
下
街
も
オ
ー
プ
ン
し
た
（
図
2
1
2
、
2
1
3
参
照
）
。

都
心
部
の
核
的
存
在
と
し
て
、

栄
地
区
の

発
展
は
勢
い
を
増
す
で
あ
ろ
う
。

以
上
都
心
部
核
心
地
域
の
地
域
構
造
を
、
歩
行
者
量
を
中
心
に
他
の
三
指
標
（
C
B
I
－
－
ネ
ッ
ト
容
積
率
・
路
線
価
格
〉
を
補

名古屋市都心部の土地利用分析

助
的
デ
ー
タ
と
し
て
、
ピ
i
ク
現
象
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
し
て
き
た
。

結
論
と
し
て
、
名
古
屋
市
都
心
に
部
は
確
実
に
二
つ
の
核
的
存
在
の
地
域
が
あ
り
、
そ
の
均
衡
関
係
は
歴
史
的
に
み
て
も
不
安
定

な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
不
安
定
さ
は
以
下
の
プ
ロ
セ
ス
に
起
因
す
る
。

ま
ず
非
常
に
限
定
さ
れ
た
空
間
の
中
で
個
々
の
企
業
が
活
発
に
競
合
活
動
を
実
施
す
る
に
は
、
占
拠
し
て
い
る
空
間
に
対
し
て
高

い
地
代
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
よ
り
高
い
地
代
を
支
払
え
る
業
種
の
み
が
中
心
部
に
最
後
ま
で
生
き
残
り
、
そ
れ

以
外
の
業
種
は
順
次
周
辺
部
に
追
い
出
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
都
心
部
の
土
地
利
用
の
構
造
が
決
定
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
、
我
々
は
景
観
上
都
心
部
の
核
心
地
域
に
、
よ
り
高
密
度
で
集
約
的
な
都
心
空
間
（
高
層
建
築
物
群
の
土
地
利
用
）

239 

を
見
い
だ
せ
る
。



こ
の
よ
う
に
核
心
地
域
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
と
、
明
ら
か
に
大
都
市
都
心
部
特
に
核
心
地
域
の
土
地
利
用
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

240 

で
あ
り
、
か
つ
企
業
の
戦
略
活
動
の
先
端
基
地
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
地
域
は
不
安
定
な
構
造
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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V

む
す
び
に
か
え
て
｜
｜
今
後
の
課
題
｜
｜

こ
の
拙
稿
は
大
都
市
都
心
部
の
地
域
構
造
を
、
形
態
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
研
究
を
進
め
る
上

で
課
題
と
な
る
テ
l
マ
を
指
摘
す
る
こ
と
で
む
す
び
と
し
た
い
。

1 

大
都
市
都
心
部
の
建
物
更
新

C
H
V
8
5
5
4
z－
は
が
活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
る
現
在
、
形
態
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
は
急
務
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
消
費
者
行
動
や
企
業
行
動
な
ど
の
行
動
論
的
分
析

つ
ま
り
記
述
地
理
学
骨
田
口
氏
匂
巴
O
ロ

5
m
g
m
E
1
M可
か
ら

を
通
し
て
、
都
心
部
の
土
地
利
用
を
説
明
か
つ
解
釈
し
て
い
く
。

説
明
地
理
学

2
1白
ロ
邑
g
z
m
g唱
者
ru『
へ
の
移
行
で
あ
る
。

こ
の
動
向
は
、

ハ

l
ヴ
ェ
イ
ロ
国
民
話
可
の
指
摘
に
待

名古屋市都心部の土地利用分析

つ
ま
で
も
な
く
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
地
理
学
研
究
者
が
着
実
に
今
後
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る

知
覚
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
現
象
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
も
、
地
理
的
事
実
の
説
明
や
解
釈
宮
丹
市

G
B
g
t
g
Z
君
。
唱
曲
目
M
F
U
可
の

一
手
段
で
あ
る
。

2 

地
理
学
の
応
用
的
側
面
で
あ
る
。
現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
大
都
市
の
衰
退
に
続
い
て
、
大
都
市
圏
の
衰
退
現
象

も
起
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
を
考
え
る
上
で
、
大
都
市
の
都
心
部
の
再
活
性
化
は
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
京
都
大
学
の
上
回
篤

に
よ
る
ブ
ロ

ッ
ク

を
中
心
と
し
た
都
心
地
区
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
市
街
地
環
境
整
備
の
方
法
と
し
て

F
a仏
中

O
E
ω
3
8
5

構
造
の
転
換
と
自
由
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
案
は
個
々
の
敷
地
で
ど
の
よ
う
な
し
く
み
の
建
設
や

整
備
が
展
望
さ
れ
て
い
る
か
を
き
め
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
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う
に
、
今
後
大
都
市
の
都
心
部
で
は
大
規
模
な
再
開
発
で
は
な
く
て
、
．
フ
ロ
ッ
ク
を
基
礎
単
位
と
し
た
比
較
的
小
規
模
な
再
開



発
が
主
流
と
な
る
だ
ろ
う
（
名
古
屋
駅
近
く
の
泥
江
町
再
開
発
事
業
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
〉
。

扱
っ
た
都
心
部
の
土
地
利
用
分
析
は
、
重
要
な
基
礎
的
作
業
と
い
え
る
。
今
後
「
都
心
部
の
土
地
利
用
」
な
る
テ
l
マ
は
、
隣

接
諸
科
学
の
協
力
を
必
要
と
す
る
学
際
的
分
野
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
も
本
研
究
で
取
り
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注ハ1
）
大
阪
市
総
合
計
画
局
ハ
一
九
七
八

Y
『
大
阪
都
心
地
区
の
整
備
に
関
す
る
基
礎
研
究
｜
市
街
地
更
新
の
生
態
分
析
に
基
づ
く
都
市
整
備
の

展
望
l
ハ
概
要
）
』
五
九
ペ
ー
ジ
。

図
2
1
1
、
図
3
1
1
、
図
3
1
2
、
図
3
1
4
は
矢
沢
和
枝
媛
の
製
図
に
よ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

付
記
。
本
稿
は
昭
和
五
七
年
度
専
修
大
学
個
別
研
究
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。




